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表紙の説明

　３月下旬から４月上旬にかけて、

市の花である桜が見頃を迎えまし

た。

　好天に恵まれた絶好の行楽日和

が続いたことから、市内各地の桜

の名所には多くの人が訪れ、家族

や友人とお花見を楽しむ様子が見

られました。

桜

（市内各地）
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空き店舗を活用して新規に出店した人

家賃の２分の１（３年間補助）　※上限あり

開業後１年以内

空き店舗でお店を出しませんか？

既存・新規店舗の事業者

集客力向上のための店舗改装工事費・備品購入費

対象費用（消費税を除く）の２分の１　※上限あり

５月８日㈬～14日㈫（秋に２回目を予定）

お店をリニューアルして集客力を高めませんか？

●
福祉会館 JR

岩
国
駅 ●

働く婦人の家

●
市役所

●
岩国総合庁舎

市民文化会館
●

シンフォニア岩国
●

山
陽
本
線

●
ハローワーク

2

188

●
岩国商業
高校東分校

小売業、飲食業、サービス業など不特定多数者が利用

でき、直接的に商品やサービスを提供するもので、昼

間のにぎわいを創出し一般市民が等しくそのにぎわ

い・利便性を享受できるもの

中心市街地活性化基本計画区域（赤い線内）

「創業支援補助金」 とは併用できません

　市では、中心市街地を活性化させるため「中心市街地活性

化基本計画」を策定し、活力と魅力あふれる商環境を創出す

るための事業に取り組んでいます。補助金対象区域は、中心

市街地活性化基本計画区域内です。

対 象 者

対象費用

補 助 額

申込期間

対 象 者

補 助 額

申込期間

対象業種

申申請書に必要事項を記入し、必要書類を添えて中心市街地整

備課へ提出

問中心市街地整備課☎㉙5105

まちなか商店リニューアル助成金

空き店舗活用奨励金

対象区域

中心市街地活性化対策事業



　昨年、福岡から岩国に移

住し創業カレッジに参加し

ました。創業に関する知識

はほとんどない状態でした

が、事業計画書の書き方な

ど勉強になることがたくさ

んありました。市や商工会

議所の担当者も親身になっ

て相談に乗ってくださり、

創業カレッジや商工会議所を通じて知り合えた多く

の人たちが、店舗改装のための工務店探しから仕入

先の紹介までいたるところで協力してくれたおかげ

で、スムーズに創業準備を進めることができました。

　創業後のフォロー体

制も整っているため不

安も解消されています。

創業支援補助金を活用して

古民家を改装した店舗

▲

受講者一人一人の理解度を

確かめながら講義を進める

▲
　「創業したい」という漠

然とした思いはあっても実

際何から始めればいいか分

からないという人はたくさ

んいます。いわくに創業カ

レッジはそんな人たちのた

めの場です。創業の心構え

から必要な知識・ノウハウ

までを一から学び、最終的

には１人で事業計画書を作成できるまでになります。

　創業カレッジには同じ志を持った仲間が集まるた

め、新しいつながりが生まれ、それが自身の支えに

もなります。もし今悩んでいる人がいれば一歩踏み

出す勇気を持ってぜひ

カレッジに参加してほ

しいと思います。

中小企業の経営など、気になることがあれば、まずは商工振興課に

相談してください。相談内容に応じて関係機関を紹介します。

問商工振興課☎㉙5110

岩国市の創業者・

商業者を支援する

制度はこちら

2019.5.1

申問商工振興課☎㉙5110

支援者の声
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未創業者および創業して１年以内の新

規創業者

６月24日㈪～７月27日㈯（全11回）

18時30分～21時30分（最終日のみ９

時～17時）

岩国商工会議所

必要な売上高の計算方法、集客方法や

集客ツール、財務会計・税務会計の基

本、事業計画策定作業、個別指導など

５千円

６月14日㈮まで（必着）

このまちで働くこのまちで働く
岩国市で創業する人を支援する制度や利用した人の声を紹介します。

創業の知識を身に付けます

いわくに創業カレッジ2019

未創業者および創業して１年以内の新

規創業者で、いわくに創業カレッジ

2019を修了した人

※一部対象とならない業種があります

市内全域

店舗改装費、広告宣伝費、備品購入費

対象費用（消費税を除く）の２分の１

※上限あり

創業支援補助金
店舗の準備費を助成します

「まちなか商店リニューアル助成金」とは併用

できません

中華料理店

（玖珂町）

羽田野圭介 さん

いわくに創業カレッジ

講師

伊藤勝彦 氏

創業者の声

対 象 者

開講期間

場　　所

内　　容

受 講 料

申込期間

申問岩国商工会議所☎㉑4201

対 象 者

対象区域

対象費用

補 助 額

申問商工振興課☎㉙5110
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【平成31年３月31日現在】

市の財政状況を皆さんに広く知っていただくため、平成30年度予算の執行状況についてお知らせします。

出納整理期間が５月31日までとなっていますので、収入・支出済額は、決算額ではありません。

　財政課☎㉙5050問

平成30年度 予算の執行状況

特

別

会

計      
会　計　名 歳入歳出予算額 収入済額 支出済額

土 地 取 得 事 業 6億  100万円 2億  545万円 1億8,995万円

後 期 高 齢 者 医 療 25億  214万円 23億5,861万円 21億4,692万円

国 民 健 康 保 険 176億9,525万円 155億7,569万円 153億8,912万円

介 護 保 険 144億5,435万円 120億5,572万円 129億2,620万円

簡 易 水 道 事 業 1億9,272万円 161万円 7,979万円

農 業 集 落 排 水 事 業 2億  953万円 1億8,420万円 1億6,438万円

特定地域生活排水処理事業 7,104万円 5,570万円 4,631万円

周東食肉センター事業 1億1,060万円 1,997万円 1億  110万円

観 光 施 設 運 営 事 業 5,408万円 3,907万円 878万円

錦 帯 橋 管 理 2億3,285万円 1億8,181万円 1億3,613万円

市 場 事 業 5億8,343万円 1億4,722万円 2億6,153万円

駐 車 場 事 業 1,810万円 955万円 1,465万円

計 367億2,509万円 308億3,460万円 314億6,486万円

●市有財産の状況

　土　地　　　　　　　　52,924,002㎡

　建　物　　　　　　　　     741,368㎡

　基　金 　　　　　　247億3,374万円

　債権その他 　32億6,448万円

●一時借入金　　　　　　35億円

●市債の現在額

　一般会計　　　  499億5,591万円

　特別会計　　　　 29億4,549万円

　合　　計　　   529億  140万円

●市民一人当たりの負担額

　　　　　　　 　 （人口　134,197人)

　市税負担　　　　　　　136,918円

　支出予算　　　　　　　　666,616円

（億円）

（億円）
200

一　
　
　

般　
　
　

会　
　
　

計

歳 入
予算額

歳 出
予算額

収入済額 支出済額

国 庫 支 出 金
242億1,852万円

民 生 費
226億1,427万円

151億3,859万円 182億3,866万円

市 税
183億7,400万円

衛 生 費
168億3,226万円

179億  828万円   88億7,952万円

地 方 交 付 税
150億8,119万円

総 務 費
150億9,049万円

158億9,581万円 116億  329万円

市 債
129億6,590万円

土 木 費
104億9,948万円

　 1億1,850万円   64億3,008万円

県 支 出 金
  48億  148万円

教 育 費
  76億6,983万円

  31億5,791万円   60億7,411万円

繰 入 金
  35億4,198万円

災 害 復 旧 費
  56億4,356万円

           557万円   18億  838万円

地 方 消 費 税

交 付 金

  24億1,700万円
公 債 費

  52億4,208万円

  24億3,871万円   48億7,462万円

国 有 提 供 施 設 等

所在市助成交付金

  24億  143万円
消 防 費

  28億1,495万円

  24億  143万円   26億1,045万円

諸 収 入
  14億4,666万円

農林水産業費
  15億    30万円

  10億9,167万円   11億4,272万円

繰 越 金
  13億  902万円

商 工 費
  10億3,817万円

  13億  902万円     7億8,248万円

そ の 他
  29億    75万円

そ の 他
    5億1,254万円

  26億6,355万円     4億4,722万円

計
894億5,793万円

計
894億5,793万円

621億2,904万円 628億9,153万円

（億円）

0 100 200 0 100

0 700 0 700

■　予算額

■　収入済額

（億円）

■　予算額

■　支出済額
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山口県議会議員が決定

　４月７日に山口県議会議員一般選挙が行われ、即日開票の結果、岩国市・和木町選挙区の県議会

議員５人が選出されました。岩国市開票区、和木町開票区を合わせた開票結果などは次のとおりで

す。

問選挙管理委員会事務局☎㉙5240

開票結果（岩国市開票区）　【定数 ５】

当日有権者数

           （人）
投票者数（人） 棄権者数（人）

男 52,588 23,110 29,478

女 59,631 26,288 33,343

計 112,219 49,398 62,821

有効投票数 48,894　無効投票数 503　持ち帰りその他 1

投票率

岩国市（％） 山口県全体（％）

男 43.95 43.46

女 44.08 44.52

計 44.02 44.03

松田一志（61歳）

日本共産党　新

5,286票（5,077票）

前野弘明（65歳）

無所属　新

2,930票（2,856票）

井原寿加子 (63歳）

市民政党「草の根」 現

当選　11,053票

　　　（10,647票）

槙本利光 (73歳）

自由民主党　現

当選　6,502票　

　　　（6,301票）

畑原勇太 (34歳）

自由民主党　現

当選　12,252票

　　 （11,498票）

橋本尚理 (62歳）

自由民主党　現

当選　5,878票

　　　（5,717票）

山手康弘（41歳）

自由民主党　現

当選　7,069票

　　　（6,798票）

※カッコ内は岩国市開票区の数

※氏名は敬称略



6広報いわくに

　

４
月
５
日
、
日
本
国
籍
で
は
最
大

の
ク
ル
ー
ズ
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
岩
国

港
に
寄
港
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
港
は
、
２
年
９
カ
月
ぶ

り
８
回
目
で
、
約
千
人
の
乗
客
乗
員

を
岩
国
地
区
消
防
音
楽
隊
の
歓
迎
演

奏
や
甲

か
っ
ち
ゅ
う

冑
姿
の
岩
国
藩
鉄
砲
隊
保
存

会
が
出
迎
え
ま
し
た
。
歓
迎
式
典
で

は
、
福
田
良
彦
市
長
や
ミ
ス
岩
国
ら

が
堤
義
晴
船
長
な
ど
へ
花
束
や
記
念

品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

乗
客
は
、
篆て

ん
こ
く刻

体
験
や
シ
ロ
ヘ
ビ

の
生
体
展
示
、
特
産
品
販
売
な
ど
の

お
も
て
な
し
ブ
ー
ス
を
楽
し
ん
だ
り
、

市政
ＰＩＣＫ－ＵＰ

「飛鳥Ⅱ」岩国港寄港

観
光
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
で
観
光
名
所

に
出
掛
け
た
り
し
ま
し
た
。

　

錦
帯
橋
周
辺
は
満
開
の
桜
が
咲
き

誇
り
、
立
ち
寄
っ
た
乗
客
は
美
し
い

景
観
に
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
思
い
出
を
乗
せ
た
「
飛
鳥

Ⅱ
」
は
こ
の
日
の
夕
方
、
市
民
ら
に

見
送
ら
れ
な
が
ら
次
の
目
的
地
に
旅

立
ち
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
県
や
関
係
機
関
と

連
携
し
、
さ
ら
な
る
客
船
誘
致
に
よ

る
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

問
観
光
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
６

約
３
年
ぶ
り
の
再
会
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿
地
に
決
定

▲昨年のキャンプ時に行われた市内中学生へのソフト

　ボール教室

東京2020オリンピック事前合宿
実施に関する協定締結式

　

４
月
４
日
、
愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
絆
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
合

宿
実
施
に
関
す
る
協
定
締
結
式
が
行

わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
が
、
岩
国
市

で
東
京
五
輪
に
向
け
た
事
前
合
宿
を

行
う
こ
と
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

福
田
良
彦
市
長
と
ア
メ
リ
カ
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
の
ジ
ョ
ン
・
グ
ァ
ベ

ア
会
長
は
、
協
定
書
へ
署
名
し
た
後
、

固
い
握
手
を
交
わ
し
て
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

　

事
前
合
宿
に
つ
い
て
、
福
田
市
長

は
「
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
グ
ァ
ベ
ア
会

長
は
「
素
晴
ら
し
い
施
設
を
使
え
て

う
れ
し
い
。
練
習
の
み
で
な
く
、
日

本
文
化
に
触
れ
、
市
民
と
も
交
流
で

き
れ
ば
」
と
期
待
感
を
示
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
は
、
昨
年
日
本
で

行
わ
れ
た
世
界
選
手
権
で
も
岩
国
市

で
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
お
り
、

今
夏
も
国
際
大
会
前
の
キ
ャ
ン
プ
で

岩
国
市
を
訪
れ
る
予
定
で
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
㉙
５
１
０
３

▲事前合宿は2020年 7 月上旬から１週間程度、絆スタ

　ジアムで行われる予定

　

3
月
27
日
、
イ
コ
モ
ス
パ
ネ
ル
委

員
の
ミ
シ
ェ
ル
・
コ
ッ
ト
氏
を
フ
ラ

ン
ス
か
ら
招
き
、
錦
帯
橋
世
界
文
化

遺
産
登
録
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る

「
錦
帯
橋
世
界
遺
産
国
際
意
見
交
換

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
に
は
、
錦
帯
橋
世
界

文
化
遺
産
専
門
委
員
会
委
員
長
の
小

林
一
郎
氏
、（
一
社
）日
本
イ
コ
モ
ス

国
内
委
員
会
委
員
長
の
岡
田
保
良
氏

が
出
席
し
、
錦
帯
橋
の
顕
著
な
普
遍

的
価
値
や
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
国
内
外
の

視
点
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

コ
ッ
ト
氏
は
「
錦
帯
橋
は
一
つ
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
り
、
傑
作
。
世

界
的
に
も
特
筆
す
べ
き
も
の
」
と
評

価
し
、
技
術
や
材
料
、
史
料
な
ど
の

無
形
の
価
値
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い

て
の
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

市
で
は
昨
年
12
月
に
、
文
部
科
学

省
に
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
へ
の
追

加
記
載
に
向
け
た
提
案
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
今
後
も
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
た
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

問
錦
帯
橋
課
☎
㉙
５
１
０
７

世
界
的
に
も
特
筆
す
べ
き
傑
作

錦帯橋世界遺産国際意見交換会

▲錦帯橋を訪れ、世界遺産登録に向けた取り組み内容

　や価値の重要性を確認するコット氏（右）

▲さまざまな視点から意見が交わされ、今後の世界遺

　産登録に向けて有益な意見交換会となった

7
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す
ま

い
る

Smile

Vol.121

冨川　文男さん

（門前町在住）

　車いすマラソンでソ

ウルパラリンピックに

出場。障害者スポーツ

に取り組む他、自身の

障害を乗り越え、長年

にわたり車いす販売業

を営んでいるとして、

黄綬褒章、第66回障害

者自立厚生労働大臣表

彰を受賞。

▼競技用車いすで週に４～５回練習する冨
　川さん

8

　

車
い
す
の
販
売
・
修
理
業
を
営
み
な
が
ら
、

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
で
全
国
各
地
の
大
会
に
参

加
し
て
い
る
の
は
、
冨
川
文
男
さ
ん
で
す
。

　

建
設
業
に
従
事
し
て
い
た
冨
川
さ
ん
は
19

歳
の
と
き
突
然
脊
髄
の
病
気
を
発
症
し
、
下

半
身
不
随
に
な
り
ま
し
た
。「
も
う
治
ら
な

い
と
聞
い
て
最
初
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
が
、
い
つ
ま
で
も
考
え
て
い
て
も
し
ょ
う

が
な
い
、
流
れ
る
ま
ま
に
生
き
よ
う
と
思
い

ま
し
た
」
と
自
身
の
状
況
を
受
け
入
れ
ま
す
。

　

冨
川
さ
ん
が
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
34
歳
の
と
き
、
大
会
に
出
場
す

る
友
人
の
応
援
に
行
っ
た
こ
と
で
し
た
。
競

技
用
車
い
す
の
ス
ピ
ー
ド
に
魅
力
を
感
じ
、

早
速
自
分
も
競
技
用
車
い
す
で
練
習
に
取
り

組
み
ま
す
。
国
体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
に

参
加
し
実
績
を
重
ね
、
３
年
後
に
は
ソ
ウ
ル

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
ま
し
た
。

で
開
催
さ
れ
る
大
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

冨
川
さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
に
励
む
一
方
で
、

車
い
す
販
売
店
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
福

祉
用
具
の
知
識
を
深
め
41
歳
の
と
き
に
独
立
、

店
舗
を
構
え
ず
依
頼
者
の
下
へ
直
接
赴
き
、

製
品
の
納
品
や
修
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

車
い
す
を
受
注
す
る
と
き
は
依
頼
者
の
普

段
の
過
ご
し
方
を
聞
き
、
自
分
の
経
験
を
踏

ま
え
て
、
そ
の
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ

た
も
の
を
提
案
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

仕
事
、
練
習
、
大
会
へ
の
参
加
が
生
活
の

サ
イ
ク
ル
に
な
っ
て
い
る
冨
川
さ
ん
に
、
今

後
の
目
標
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
無
理
を
し

な
い
こ
と
で
す
。
１
番
怖
い
の
は
練
習
や
大

会
で
相
手
や
自
分
が
怪
我
を
す
る
こ
と
な
の

で
、
順
位
を
意
識
し
過
ぎ
ず
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
完
走
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
大
会

に
出
て
全
国
の
友
人
に
会
う
、
こ
の
状
態
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

▲修理の依頼を受けて車いすのひじ
　掛けの部品を交換する

　

大
会
へ
の
参
加
を
通
し
て
全

国
に
知
り
合
い
が
増
え
、
気
軽

に
い
ろ
ん
な
所
に
行
け
る
よ
う

に
な
っ
た
と
話
す
冨
川
さ
ん
。

「
車
い
す
で
新
幹
線
や
飛
行
機

に
乗
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
大
会
に
行
く
た
め
に

移
動
手
段
を
調
べ
た
り
、
他
人

の
移
動
の
仕
方
を
見
た
り
し
た

こ
と
で
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
」。
今
で
は
一
人
で

遠
征
す
る
こ
と
も
多
く
、
海
外

▲全国のロードレースやマラソン大
　会に月に１回は参加している

自
分
の
ペ
ー
ス
で

　
　

今
を
楽
し
み
続
け
た
い
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春の遊覧船「さくら舟」

　４月上旬、錦帯橋周辺の桜が見頃を迎えました。

　錦帯橋と満開の桜の競演を楽しもうと、多くの人

が訪れ、家族でお弁当を食べたり、記念撮影をした

りと、思い思いの形で春の訪れを楽しみました。

　うららかな日差しの下、春の遊覧船「さくら舟」

が錦川の水面に浮かぶ様は、まるで一幅の絵のよう

な光景でした。
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由宇練習場、ウエスタンリーグ開幕！！

　３月12日、玖
く が ち ぢ み

珂縮織物館「逸

品館」で、まちの伝統工芸玖珂

縮を広めるため、第３回 ｢ 玖珂縮

織り＆染め体験講座 ｣ が開催され

ました。布バッグを玉ネギの皮で

染める体験、コースターのボード

織り、織り機体験が行われました。

玖珂縮の会の皆さんの指導で、楽

しく織り＆染め体験ができ、参加

者は充実した１日を過ごしました。

　３月15日、広島東洋カープ由宇練習場でウエスタンリーグ

が開幕し、由西小学校の児童による始球式と花束贈呈が行われ

ました。春の遠足も兼ねた児童たちは、みんなでおそろいの赤

いＴシャツを着て、始球式投手になった友達に声援を送ってい

ました。由宇練習場ににぎやかな季節がやってきました。

まちの伝統を受け継ぐ

　３月２日、中田小学校で「和太鼓演奏会」が行われました。

今福座の３人と周東ふるさと太鼓「浮草」の本格的な演奏を聴

こうと会場には約130人が集まりました。力強い大太鼓の響き、

美しいしの笛の音色、さらには神楽舞が披露され、迫力ある演

舞に会場も手拍子や掛け声で応え、大いに盛り上がりました。

勇壮な和楽器の調べに酔う

　３月９日、錦ふるさとセンター

で錦町文化協会主催の「芸能発表

会」が開催されました。

　文化協会に所属するさまざまな

分野の22団体の皆さんが、観客

約200人の前で日頃の練習の成果

を披露しようと大熱演。歌に踊り、

演奏など盛りだくさんの内容に、

会場を訪れた観客も大いに盛り上

がりました。

日頃の成果を
　　　十分に発揮して

10
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　３月24日、みかわ保育園で第

20回目の卒園式が行われました。

卒園児は１人だけでしたが、職員

や保護者、地域の人など多くの皆

さんに見守られ温かい卒園式にな

りました。全員での合唱や思い出

が詰まったＤＶＤの鑑賞が、みん

なの涙を誘いました。残念なこと

に、４月からみかわ保育園は休園

になり、とても寂しくなりました。

　３月19日、本郷ふるさと交流館で第11回本郷かんば塾「エッ

グアート作り」が開催されました。参加者は好みの絵柄の紙ナ

プキンをしわが入らないように卵の殻に貼っていく作業に黙々

と取り組んでいました。春らしい桜模様や花柄などの卵のオブ

ジェが完成すると、参加者はうれしそうに見せ合っていました。

色とりどりのエッグアート作り

たった一人の卒園式

６年ぶりの奉納、岩国行波の神舞

　４月６日・７日、行波河川敷で国指定重要無形民俗文化財「岩

国行波の神舞」が行われました。子孫繁栄や五穀豊穣などを願っ

て、200年以上にわたり地区で守り続けられる神楽を見ようと、

多くの人が会場を訪れました。桜吹雪舞う舞台で、20時間以

上かけ、古式にのっとった優美で勇壮な神楽が奉納されました。

　３月26日、美和町のさかうえ

保育園で卒園式が行われました。

卒園を迎えたのは、年長組の23

人です。先生、年中組と年少組の

園児たち、家族が見守る中、先生

から名前を呼ばれると、堂々と元

気よく返事をして壇上に上がり、

園長先生から保育園での思い出の

言葉とともに保育証書を受け取り

ました。

小学生になっても
　　　　みんな仲良く



●
尿
路
結
石
症
（
腎
結
石
、
尿
管
結
石
症
）

12広報いわくに

[158]

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

ジャガイモとオクラ
のスパイス炒め

　

食
生
活
の
欧
米
化
、
不
規
則
な
生
活
ス
タ

イ
ル
の
影
響
に
よ
り
、
尿
路
結
石
症
は
年
々

増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
涯
罹り

か

ん患
率

（
一
生
の
間
に
尿
路
結
石
に
か
か
る
頻
度
）

に
つ
い
て
は
、
男
性
は
11
人
に
1
人
、
女
性

は
26
人
に
1
人
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
誰
し

も
が
経
験
し
得
る
病
気
の
一
つ
で
す
。
特
に

夏
場
か
ら
秋
口
に
か
け
て
、
脱
水
の
影
響
も

あ
り
救
急
搬
送
さ
れ
る
患
者
も
多
く
、
皆
が

口
を
そ
ろ
え
て
言
う
せ
り
ふ
は
「
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
痛
み
」
な
ど
で
、
激
烈

な
腰
背
部
痛
を
伴
う
こ
と
が
非
常
に
多
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
感
染
を
伴
う
と
発
熱
、

腎じ
ん
う
じ
ん
え
ん

盂
腎
炎
に
移
行
し
、
入
院
治
療
が
必
要
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

治
療
法
は
結
石
の
サ
イ
ズ
、
部
位
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
尿
管
結
石
で
5
㎜
以
下
の

サ
イ
ズ
で
あ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
十
分
な
水

分
摂
取
と
排
石
促
進
剤
に
よ
る
薬
物
療
法
が

主
体
と
な
り
ま
す
。
一
方
１
㎝
以
上
の
結
石

で
は
自
然
排
石
が
期
待
で
き
ず
、
積
極
的
手

術
療
法
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

手
術
の
方
法
と
し
て
、
近
年
で
は
開
腹
手

術
に
よ
る
治
療
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
体
外

衝
撃
波
結
石
破
砕
術
（
体
外
か
ら
衝
撃
波
を

当
て
結
石
を
粉
砕
す
る
方
法
）、
経
尿
道
的

結
石
砕
石
術
（
尿
道
か
ら
内
視
鏡
を
挿
入
し
、

結
石
に
レ
ー
ザ
ー
を
当
て
砕
石
す
る
方
法
）、

経
皮
的
結
石
破
砕
術
（
体
外
か
ら
腎
臓
へ
向

け
小
さ
な
穴
を
開
け
内
視
鏡
を
挿
入
し
砕
石

す
る
方
法
）
な
ど
の
低
侵
襲
手
術
が
主
体
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
尿
路
結
石
は
生
活
習
慣
病
の
一
つ
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
再
発
率
が
高
く
、

食
生
活
や
日
常
生
活
の
改
善
が
適
切
に
行
わ

れ
な
い
場
合
は
80
～
90
％
で
再
発
す
る
と
い

わ
れ
て
お
り
、
再
発
予
防
に
も
留
意
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
安
と
し
て
は
、
①
十

分
な
飲
水
を
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
清
涼
飲
料

水
な
ど
は
避
け
る　

②
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

生
活　

③
規
則
正
し
い
生
活
な
ど
が
重
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
暑
い
時
期
に
、
晩
酌
の
ビ
ー

ル
で
「
う
ー
ん
、
う
ま
い
！
」
と
言
っ
て
い

る
あ
な
た
、
気
を
付
け
て
下
さ
い
。
知
ら
ぬ

間
に
尿
路
結
石
が
で
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
よ
。
今
日
か
ら
で
も
尿
路
結
石
に
な
ら

な
い
よ
う
に
自
身
の
食
生
活
を
含
め
、
自
分

の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
岩
国
市
医
師
会
】

作り方

●エネルギー 143kcal/ 人　●食塩相当量 0.7g/ 人

①ジャガイモは１㎝の角切り、オクラはがくを取り

　１㎝幅に切る。玉ネギはみじん切り、ベーコンは

　７㎜幅に切る。

②フライパンにサラダ油を熱し、ジャガイモを入れ

　透き通るくらいに炒める。

③玉ネギ、ベーコン、カレー粉、オクラの順に加　

　えて、炒め合わせたら、水と塩を入れてふたをする。

　弱火で６～８分程加熱する。

★ひとことポイント★

　カレー粉の風味で塩分控えめでもおいしくいただ

けます。

　　　　レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会

材料（４人分）

・ジャガイモ…320g

・オクラ…6本

・玉ネギ…1/2個

・ベーコン…2枚

・サラダ油…大さじ１

・カレー粉…小さじ１

・塩 …小さじ１/3

・水 …60ml



観
賞
用
と
し
て
植
え
て
も
よ
い
ケ
シ
も
あ
り

ま
す
が
、
植
え
て
は
い
け
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。
大
麻
も
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
勝
手
に
植
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

平
成
30
年
度
の
運
動
期
間
中
に
は
、
市
内

で
約
９
０
０
本
の
植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
大
麻
や
植
え
て
は
い

け
な
い
ケ
シ
を
発
見
し
た
と
き
、
見
分
け
方

が
分
か
ら
な
い
と
き
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
㉙
１
５
２
６

岩
国
警
察
署
☎
㉔
０
１
１
０

工
業
統
計
調
査
に

　
　
　

回
答
を
お
願
い
し
ま
す

　　

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所

を
対
象
に
、
６
月
１
日
時
点
で
工
業
統
計
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
日
本
に

お
け
る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
基
幹
統
計
調

査
で
す
。

　

５
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
対
象
事
業

所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
情
報
統
計
課
☎
㉙
５
０
２
２

場
合
が
あ
り
ま
す
。（
普
通
車
含
め
障
害
の

あ
る
人
１
人
に
つ
き
１
台
）

　

障
害
の
あ
る
人
が
利
用
す
る
た
め
に
特
別

に
製
造
さ
れ
た
車
、
構
造
改
造
さ
れ
た
車
に

つ
い
て
も
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

減
免
の
申
請
期
間　

５
月
７
日
㈫
～
31
日
㈮

問
課
税
課
☎
㉙
５
０
５
３
、
総
合
支
所
、
支

所春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間　

５
月
11
日
㈯
～
20
日
㈪

重
点
目
標　

○
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進　

○
全
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底　

○
飲
酒
運
転
の

根
絶　

○
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
推
進　

○
反

射
材
・
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促
進

●
交
通
安
全
市
民
大
会
・
パ
レ
ー
ド

日
時　

５
月
10
日
㈮　

13
時
30
分
～

場
所　

市
民
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

問
く
ら
し
安
心
安
全
課
☎
㉙
５
０
１
８

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

運
動
期
間　

５
月
１
日
㉁
～
６
月
30
日
㈰

　

乱
用
さ
れ
て
社
会
問
題
と
な
る
麻
薬
が
、

ケ
シ
か
ら
取
れ
る
ア
ヘ
ン
や
モ
ル
ヒ
ネ
で
す
。

軽
自
動
車
税
に
は

　
　
　

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

　

障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
ま
た

は
生
計
を
共
に
す
る
人
が
、
障
害
の
あ
る
人

の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有

す
る
場
合
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る

が
ん
患
者
へ
の
ウ
ィ
ッ
グ
購
入

費
を
助
成
し
ま
す

対
象　

次
の
項
目
全
て
に
該
当
す
る
人

○
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
日
お
よ
び
申
請
日
時
点

で
岩
国
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

○
過
去
ま
た
は
現
在
が
ん
治
療
を
受
け
、
抗

が
ん
剤
治
療
な
ど
の
副
作
用
に
よ
る
脱
毛
症

状
に
対
処
す
る
た
め
に
ウ
ィ
ッ
グ
を
購
入
し

た
人

※
脱
毛
の
副
作
用
が
あ
る
が
ん
治
療
終
了
日

か
ら
購
入
日
ま
で
が
２
年
以
上
経
過
し
て
い

る
人
は
、
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

※
過
去
に
こ
の
助
成
を
受
け
た
人
は
対
象
外

対
象
の
ウ
ィ
ッ
グ　

次
の
①
②
の
い
ず
れ
か

の
全
体
か
つ
ら

①
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
に
購
入
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
適
合
し

た
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

②
平
成
31
年
4
月
1
日
以
降
に
購
入
し
た
ウ

ィ
ッ
グ
（
J
I
S
規
格
、
医
療
用
は
不
問
）

※
助
成
は
１
人
に
つ
き
１
個
ま
で

助
成
額　

購
入
費
の
２
分
の
１
の
額
（
３
万

円
を
限
度
）

※
他
か
ら
の
助
成
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
額
を
除
く

申
購
入
日
の
翌
日
か
ら
１
年
を
経
過
す
る
日

ま
で
に
、
申
請
書
、
必
要
書
類
な
ど
を
健
康

推
進
課
に
提
出

問
健
康
推
進
課
☎
㉔
３
７
５
１

植えてはいけないケシ

13 2019.5.1

●
市　

役　

所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
63
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
82
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
84
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
72
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
76
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
96
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
75
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など

をお届けします。

お
知
ら
せ
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都
市
計
画
、
意
見
を
記
載
し
た
書
面
を
期
間

内
（
必
着
）
に
郵
送
ま
た
は
直
接
、
①
は
山

口
県
都
市
計
画
課
、
②
③
は
岩
国
市
都
市
計

画
課
に
提
出

宛
先　

①
＝
〒
７
５
３
―

８
５
０
１　

山
口

市
滝
町
１
―

１　

山
口
県
都
市
計
画
課

②
③
＝
〒
７
４
０
―

８
５
８
５　

今
津
町
一

丁
目
14
―

51　

岩
国
市
都
市
計
画
課

問
①
＝
山
口
県
都
市
計
画
課
☎
０
８
３
―
９

３
３
―
３
７
３
３

②
③
＝
岩
国
市
都
市
計
画
課
☎
㉙
５
１
６
１

私
道
舗
装
等
工
事
費
を

　
　
　
　
　
　
　

補
助
し
ま
す

　

普
段
、
皆
さ
ん
が
利
用
し
て
い
る
道
路
に

は
公
道
と
私
道
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち

私
道
を
舗
装
す
る
な
ど
整
備
す
る
際
に
は
、

補
助
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

補
助
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
、
基
準
な
ど

の
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。

申
請
期
間　

９
月
30
日
㈪
ま
で

申
問
道
路
課
☎
㉙
５
１
３
０
、
総
合
支
所

道
路
情
報
の
提
供
を

　
　
　
　
　
　

お
願
い
し
ま
す

　

道
路
を
走
行
中
、
路
上
に
で
き
た
穴
で
タ

イ
ヤ
な
ど
を
破
損
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い

※
登
記
、
住
民
票
な
ど
で
確
認
で
き
な
い
場

合
は
、
立
木
の
売
買
契
約
書
な
ど

②
伐
採
区
域
が
確
認
で
き
る
図
面

問
農
林
振
興
課
☎
㉙
5
1
1
5
、
総
合
支
所

農
林
建
設
課

都
市
計
画
の
変
更
案
を

　
　
　
　
　
　

縦
覧
で
き
ま
す

　

都
市
計
画
の
変
更
案
に
つ
い
て
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。
市
民
や
利
害
関
係
人
は
、
変
更

案
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
変
更
す
る
都
市
計
画

①
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
と
の
区

分
（
平
田
五
丁
目
地
区
、
関
戸
地
区
、
保
津

町
二
丁
目
地
区
）

②
用
途
地
域
（
平
田
五
丁
目
地
区
、
関
戸
地

区
、
保
津
町
二
丁
目
地
区
）

③
下
水
道
（
ポ
ン
プ
場
更
新
＝
旭
町
、
雨
水

調
整
池
＝
今
津
・
山
手
地
区
、
排
水
区
域
の

変
更
＝
平
田
五
丁
目
地
区
、
関
戸
地
区
）

期
間　

５
月
17
日
㈮
〜
31
日
㈮　

８
時
30
分

～
17
時
15
分
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

場
所　

①
＝
山
口
県
都
市
計
画
課
、
岩
国
市

都
市
計
画
課　

②
③
＝
岩
国
市
都
市
計
画
課

※
期
間
中
、
①
は
県
の
、
②
③
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
案
の
概
要
な
ど
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す

申
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
対
象
と
な
る

紙
を
入
れ
て
自
宅
冷
蔵
庫
で
保
管
し
て
お
く

こ
と
で
、
迅
速
な
救
急
活
動
に
役
立
ち
ま
す
。

す
で
に
持
っ
て
い
る
人
は
、
内
容
に
変
更
が

あ
れ
ば
情
報
の
更
新
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
65
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
世
帯
・
ひ
と
り
暮
ら
し
に
準
ず
る

世
帯
、
75
歳
以
上
の
ふ
た
り
暮
ら
し
高
齢
者

世
帯
、
ひ
と
り
暮
ら
し
・
ひ
と
り
暮
ら
し
に

準
ず
る
世
帯
で
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
の
所
持
者
、
難
病
対
象
者

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

交
付
場
所　

高
齢
者
支
援
課
、
障
害
者
支
援

課
、
総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所

問
高
齢
者
支
援
課
☎
㉙
２
５
８
８
、
障
害
者

支
援
課
☎
㉙
２
５
２
２

伐
採
届
に
添
付
書
類
が

　
　
　
　

必
要
に
な
り
ま
し
た

　

４
月
１
日
か
ら
制
度
改
正
の
た
め
、
伐
採

届
の
添
付
書
類
と
し
て
次
の
①
②
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

①
土
地
所
有
者
が
確
認
で
き
る
書
類
（
登
記

事
項
証
明
書
な
ど
）
ま
た
は
森
林
所
有
者
な

ど
の
住
所
が
確
認
で
き
る
書
類
（
住
民
票
な

ど
）

飲
用
井
戸
水
の
水
質
検
査
を

　
　
　
　
　
　

受
け
ま
し
ょ
う

　

井
戸
水
の
水
質
は
周
囲
の
環
境
の
影
響
を

受
け
て
変
化
し
て
い
ま
す
。
飲
用
井
戸
は
、

そ
の
周
辺
の
点
検
を
定
期
的
に
行
い
、
清
潔

の
保
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も

年
に
一
度
は
井
戸
水
の
水
質
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

検
査
項
目　

一
般
13
項
目
（
臭
気
、
味
、
色

度
、
濁
度
、
ｐ
Ｈ
値
、
亜
硝
酸
態
窒
素
、
硝

酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
塩
化
物

イ
オ
ン
、
有
機
物
、
カ
ル
シ
ウ
ム
・
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
、
鉄
、
一
般
細
菌
、
大
腸
菌
）

※
フ
ッ
素
、
ヒ
素
、
マ
ン
ガ
ン
を
併
せ
て
検

査
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

水
道
の
給
水
区
域
外
で
基
準
を
超
過
し
て

い
た
場
合
、
浄
水
器
の
設
置
に
対
す
る
補
助

制
度
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
保
全
課
☎
㉙
5
１
０
０

あ
ん
し
ん
情
報
カ
プ
セ
ル
を

　
　
　
　
　
　
　

交
付
し
ま
す

　

あ
ん
し
ん
情
報
カ
プ
セ
ル
は
、
自
宅
で
具

合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
本
人
に
代
わ
っ
て

必
要
な
情
報
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

　

緊
急
連
絡
先
な
ど
の
情
報
を
記
入
し
た
用

広報いわくに



ま
す
。
走
行
に
支
障
の
な
い
小
さ
な
穴
で
も
、

雨
や
大
型
車
両
の
通
行
に
よ
り
短
時
間
で
大

き
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
異
常
を

発
見
し
た
と
き
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
道
路
課
☎
㉙
５
１
３
０
、
総
合
支
所
、
支

所
、
出
張
所

農
業
委
員
会
委
員
と
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
決
定

　

農
業
委
員
会
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

農
業
委
員
は
総
会
で
の
審
議
な
ど
を
行
い

ま
す
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
担

当
区
域
で
現
場
活
動
（
農
地
の
利
用
状
況
調

査
な
ど
）
を
行
い
ま
す
。

●
農
業
委
員
会
委
員
（
24
人
）

　

松
重
公
義
、
廣
本
照
子
、
松
宮
榮
昭
、
上

田
恩
、
末
光
智
美
、
刀
祢
明
薫
、
藤
本
哲
、

桑
田
貢
（
旧
岩
国
市
）、森
川
稔
己
（
由
宇
町
）、

藤
村
浩
司
、
小
野
原
暢
（
玖
珂
町
）、
石
見

共
江
、
片
山
剛
、
常
藤
隆
彦
、
小
川
栄
太
郎
、

秋
本
義
春
、
林
聖
文
、
清
弘
進
（
周
東
町
）、

杉
本
孝
道
、
梅
川
仁
樹
（
錦
町
）、
水
野
ミ

ツ
子
（
美
川
町
）、
寺
篤
志
、
上
尾
家
隆
（
美

和
町
）、
原
田
孝
親
（
本
郷
町
）

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
52
人
）

　

野
村
譲
治
、
白
木
悦
子
、
弘
中
利
夫
、
白

木
利
行
、
中
山
光
男
、
賀
屋
國
昭
、
相
川
典

生
、
松
重
守
男
、
関
口
敏
昭
、
藤
中
義
生
、

國
廣
敬
司
、
坂
本
公
彦
、
藤
本
博
子
、
弘
田

勲
、
伊
原
哲
男
（
旧
岩
国
市
）、
重
村
祐
治
、

岡
﨑
康
司
、
藤
中
常
夫
、
廣
田
哲
夫
（
由
宇

町
）、髙
林
雅
夫
、久
角
悦
夫
、飛
石
泰
次
（
玖

珂
町
）、
西
村
龍
信
、
篠
田
徹
、
難
波
則
夫
、

荒
川
勝
己
、
藤
本
雅
昭
、
宮
本
昇
、
山
近
一
典
、

清
弘
光
昭
、
岩
本
博
、
手
島
康
宏
、
山
本
邦

男
、
松
原
繁
男
、
高
木
輝
雄
、
八
木
嘉
隆
（
周

東
町
）、
舞
田
敏
和
、
弘
兼
信
哉
、
三
家
本

正
博
、
榎
本
耕
大
、
中
本
寛
二
、
井
藤
洋
二

（
錦
町
）、
上
田
周
二
（
美
川
町
）、
重
村
久
幸
、

宇
津
本
一
憲
、
森
本
英
宗
、
船
越
讓
、
廣
兼

輝
雄
、
藤
谷
清
美
、
槇
本
秋
憲
（
美
和
町
）、

立
山
正
富
、
三
分
一
正
二
（
本
郷
町
）

問
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
㉙
５
２
３
０
、
農

業
委
員
会
事
務
局
支
所

中
小
企
業
者
の
展
示
会
・
商
談

会
へ
の
参
加
を
支
援
し
ま
す

　

本
社
、
本
店
、
主
た
る
事
業
所
を
市
内
に

有
す
る
中
小
企
業
者
が
対
象
事
業
に
参
加
し

た
際
の
出
展
料
、
展
示
装
飾
費
、
輸
送
費
、

広
報
物
制
作
費
、
通
訳
費
、
旅
費
、
宿
泊
費

の
２
分
の
１
を
補
助
（
限
度
額
50
万
円
）
し

ま
す
。

対
象
事
業　

①
国
内
で
開
催
さ
れ
、
５
０
０

社
ま
た
は
５
０
０
小
間
以
上
の
出
展
規
模

②
海
外
で
開
催
さ
れ
、
経
済
産
業
省
・
農
林

水
産
省
・
日
本
貿
易
振
興
機
構
な
ど
、
公
的

機
関
が
関
与
す
る
も
の

申
問
商
工
振
興
課

☎
㉙
５
１
１
０

中
小
企
業
若
手
人
材
確
保
支
援

事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

市
内
事
業
所
へ
の
採
用
お
よ
び
配
属
を
目

的
と
し
て
、
若
手
人
材
（
お
お
む
ね
39
歳
以

下
）
の
正
社
員
の
採
用
活
動
を
行
う
市
内
中

小
企
業
者
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

事
業
所
を
市
内
に
有
す
る
中
小
企
業

者対
象
事
業　

①
合
同
企
業
説
明
会
な
ど
に
参

加
し
、
正
社
員
の
採
用
活
動
を
行
う
事
業

②
採
用
予
定
者
の
面
接
な
ど
を
行
う
際
、
旅

費
を
支
給
す
る
事
業

③
正
社
員
の
求
人
を
就
職
・
転
職
情
報
サ
イ

ト
な
ど
へ
掲
載
す
る
事
業

対
象
経
費　

出
展
料
、
旅
費
、
掲
載
料
な
ど

補
助
額　

①
＝
対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
20

万
円
を
限
度
）

②
＝
対
象
経
費
の
全
額
（
5
万
円
を
限
度
）

③
＝
対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
15
万
円
を
限

度
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
問
商
工
振
興
課
☎
㉙
５
１
１
０

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

５
月
７
日
㈫
～
10
日
㈮
・
13
日
㈪
・

22
日
㈬
～
24
日
㈮
・
27
日
㈪
・
30
日
㈭　

８

時
～
17
時

場
所　

姫
子
島

※
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は
、
保
険
料

の
納
付
済
期
間
や
免
除
期
間
な
ど
が
10
年
以

上
必
要
で
す
。
ま
た
40
年
間
、
保
険
料
を
納

め
る
と
満
額
の
年
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。

　

受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

や
納
付
済
期
間
が
40
年
未
満
の
場
合
は
、
60

歳
以
降
で
も
任
意
加
入
が
で
き
ま
す
。

対
象　

①
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な

い
人
（
70
歳
ま
で
）　

②
年
金
額
を
増
や
し
た
い
人
（
65
歳
ま
で
）

③
海
外
に
居
住
し
日
本
国
籍
を
持
つ
人
（
20

歳
～
65
歳
）

問
保
険
年
金
課
☎
㉙
５
０
８
６
、
総
合
支
所
、

支
所
、
岩
国
年
金
事
務
所
☎
㉔
２
２
２
２

15 2019.5.1
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募
集

岩
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

　

米
海
兵
隊
岩
国
航
空
基
地
の
住
民
と
市
民

が
売
買
を
通
じ
て
交
流
す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

６
月
30
日
㈰　

10
時
～
15
時
（
搬
入

時
間
は
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

場
所　

愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

募
集
数　

○
物
品
販
売
ブ
ー
ス
＝
60
ブ
ー
ス

（
１
区
画
３
ｍ
×
３
ｍ
、
ア
リ
ー
ナ
内
）

○
飲
食
物
販
売
ブ
ー
ス
＝
６
ブ
ー
ス
（
１
区

画
２
ｍ
×
２
ｍ
、
調
理
禁
止
、
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
内
）

○
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
＝
10
台

※
量
販
業
者
に
よ
る
出
店
は
お
断
り
し
ま
す

※
販
売
す
る
品
目
に
よ
っ
て
は
お
断
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
飲
食
物
の
出
店
に

は
保
健
所
の
許
可
証
の
提
示
が
必
要
で
す

出
店
料　

○
物
品
販
売
ブ
ー
ス
＝
３
千
円　

○
飲
食
物
販
売
ブ
ー
ス
＝
３
千
円　

○
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
＝
３
５
０
０
円

募
集
期
間　

５
月
７
日
㈫　

10
時
～
17
日
㈮

12
時

※
審
査
し
、
定
数
に
達
し
次
第
終
了

申
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
の
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
か
ら

問
都
市
交
流
室
☎
㉙
５
２
１
１

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通

学
す
る
18
歳
以
上
の
人

任
期　

６
月
１
日
～
令
和
３
年
５
月
31
日

（
２
年
間
）

内
容　

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
、
県
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、

地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
を
進

め
る

募
集
期
間　

５
月
17
日
㈮
ま
で

申
所
定
の
応
募
用
紙
を
山
口
県
環
境
政
策
課

ま
た
は
環
境
保
全
課
へ
提
出

※
詳
し
く
は
山
口
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照問
山
口
県
環
境
政
策
課
☎
０
８
３
―
９
３
３

―
２
６
９
０
、
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

相
談

子
供
の
健
康
無
料
相
談
会

　
　
　
　
　
　

（
あ
か
り
の
会
）

日
時　

５
月
21
日
㈫　

10
時
～
11
時

場
所　

岩
国
市
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院

リ
ハ
ビ
リ
棟
２
階
会
議
室

定
員　

10
人
（
先
着
順
、
無
料
託
児
付
き
）

内
容　

医
師
が
子
供
の
健
康
や
病
気
、
発
達

障
害
、
育
て
方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
ま
す

申
問
小
児
医
療
を
守
る
会
＊
あ
か
り

☎
０
８
０
―

６
３
１
５
―

４
７
１
９

講
演
・
講
座

健
康
づ
く
り
講
演
会

●
体
験
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

日
時　

５
月
21
日
㈫　

12
時
～
14
時

場
所　

市
民
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル
前
、
展

示
室

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

広報いわくに

相　

談

募　

集

講
演
・
講
座

ホームページ

前回のフリーマーケット



内
容　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
や
体
験
、

血
流
測
定
（
先
着
40
人
）、骨
密
度
測
定
（
先

着
30
人
）
な
ど

※
測
定
は
血
流
ま
た
は
骨
密
度
の
ど
ち
ら
か

を
選
択

●
講
演
会
「
新
時
代
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
」

日
時　

５
月
21
日
㈫　

14
時
～
15
時
30
分

場
所　

市
民
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

定
員　

１
４
０
人
（
先
着
順
）

講
師　

長
谷
亮
佑
氏
（
山
口
大
学
大
学
院
医

学
系
研
究
科
公
衆
衛
生
学
・
予
防
医
学
講
座 

助
教
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

問
健
康
推
進
課
☎
㉔
３
７
５
１

自
走
式
樹
木
粉
砕
機
の

　
　
　

安
全
操
作
等
の
講
習
会

　

自
走
式
樹
木
粉
砕
機
（
竹
チ
ッ
パ
ー
）
の

貸
付
対
象
と
な
る
団
体
は
、
原
則
と
し
て
講

習
会
を
受
講
し
た
人
が
所
属
す
る
団
体
で
す
。

講
習
会
は
年
１
回
で
す
の
で
講
習
を
未
受
講

で
、
今
後
貸
し
付
け
を
希
望
す
る
団
体
の
人

は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
21
日
㈫　

10
時
30
分
～

場
所　

東
部
森
林
組
合
錦
川
支
所
（
天
尾
1

0
0
0
―
5
）

募
集
期
間　

５
月
20
日
㈪
ま
で

申
問
農
林
振
興
課
☎
㉙
5
1
1
5

申
問
７
日
前
ま
で
に
電
話
で
、
錦
川
鉄
道
㈱

☎
72
２
０
０
２

芸
術
文
化
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー

～
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
～

●
事
前
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

６
月
４
日
㈫　

13
時
30
分
～
14
時
30

分場
所　

市
民
文
化
会
館　

第
２
研
修
室

●
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

６
月
13
日
㈭　

11
時
～
14
日
㈮　

16

時場
所　

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
、
首
里

城
、
琉
球
村

内
容　

伊
志
嶺
隆
と
平
敷
兼
七
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
の
鑑
賞
、
首
里
城
の
見
学
、
紅
型
体
験 

交
通
手
段　

飛
行
機
、
貸
切
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

料
金　

５
万
５
千
円
（
事
前
セ
ミ
ナ
ー
、
交

通
費
、
宿
泊
費
、
入
館
料
、
保
険
料
含
む
）

募
集
開
始　

５
月
７
日
㈫　

９
時

申
料
金
を
添
え
て
直
接
、
市
民
文
化
会
館

※
電
話
申
し
込
み
不
可
。
代
理
の
場
合
は
参

加
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
連
絡
先

が
必
要

問
（
公
財
）岩
国
市
文
化
芸
術
振
興
財
団

☎
㉔
８
９
９
６

イ
ベ
ン
ト

絶
景
特
別
席

　
　
　
　

清
流
み
は
ら
し
列
車

日
時　

５
月
11
日
㈯　

岩
国
駅
発
＝
12
時
30

分
ご
ろ
～
清
流
み
は
ら
し
駅
（
約
10
分
滞

在
）
～
錦
町
駅
～
岩
国
駅
着
＝
15
時
23
分

※
以
降
毎
月
第
２
土
曜
実
施
予
定

内
容　

錦
川
清
流
線
の
キ
ハ
40
「
清
流
み
は

ら
し
号
」
に
乗
車
し
、
３
月
19
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
清
流
み
は
ら
し
駅
」
を
楽
し
む

料
金　

４
５
０
０
円
（
錦
川
清
流
線
岩
国
駅

～
錦
町
駅
往
復
運
賃
・
飲
食
代
な
ど
含
む
）

申
問
７
日
前
ま
で
に
電
話
で
、
錦
川
鉄
道
㈱

☎
72
２
０
０
２

秘
境
駅
ハ
ー
フ
列
車

日
時　

５
月
18
日
㈯　

錦
町
駅
発
＝
11
時
10

分
～
清
流
み
は
ら
し
駅
（
約
10
分
滞
在
）
～

北
河
内
駅
～
錦
町
駅
着
＝
14
時

内
容　

錦
川
清
流
線
の
キ
ハ
40
「
清
流
み
は

ら
し
号
」
に
乗
車
し
、
３
月
19
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
「
清
流
み
は
ら
し
駅
」
を
楽
し
む

料
金　

大
人
＝
1
5
0
0
円
、
小
人
＝
千
円

（
錦
川
清
流
線
錦
町
駅
～
北
河
内
駅
往
復
運

賃
含
む
）

※
弁
当
＝
千
円
～
（
要
予
約
）

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827㉒3330

料金の記載がないものは原則無料です
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☎
㉘
２
８
７
７

錦
帯
橋
遊
覧
船
船
頭
体
験

対
象　

18
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
は
不
可
）

日
時　

随
時
（
要
予
約
）

料
金　

６
５
０
円
（
保
険
料
）

申
問
（
一
社
）岩
国
市
観
光
協
会
鵜
飼
事
務
所

☎
㉘
２
８
７
７

献
血

５
月
の
献
血

２
日
㉁　

○
フ
レ
ス
タ
モ
ー
ル
カ
ジ
ル
岩
国

10
時
～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

６
日
㉁　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
15
時
30
分

23
日
㈭　

○
中
国
電
力
㈱
岩
国
営
業
所　

9

時
30
分
～
11
時
15
分　

○
岩
国
市
水
道
局　

13
時
15
分
～
16
時

26
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
15
時
30
分

大
人
の
社
会
見
学
の
ス
ス
メ

●
「
地
元
企
業
編
」
企
業
の
裏
側
で
新
た
な

発
見
！

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
す

る
18
歳
以
上
の
人

日
時　

５
月
28
日
㈫　

９
時
30
分
～
15
時
30

分集
合
場
所　

愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス　

絆
ス
タ
ジ
ア
ム
駐
車
場

内
容　

バ
ス
で
移
動
し
東
洋
自
動
機
㈱
・
岩

国
錦
帯
橋
空
港
の
施
設
を
見
学
、
空
港
内
の

食
堂
で
昼
食
（
実
費
）

定
員　

24
人
（
先
着
順
）

募
集
開
始　

５
月
９
日
㈭　

９
時

申
問
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

☎
43
０
１
７
４

第
43
回
日
米
大
学
野
球
選
手
権

大
会
・
岩
国
大
会

日
時　

７
月
18
日
㈭　

18
時
試
合
開
始
予
定

場
所　

愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

絆
ス
タ
ジ
ア
ム

料
金　

○
内
野
席
＝
8
0
0
円　

○
ネ
ッ
ト

裏
内
野
席
＝
1
3
0
0
円

※
当
日
は
２
０
０
円
増
し

※
侍
ジ
ャ
パ
ン
ユ
ニ
ホ
ー
ム
付
き
は
前
売
り

料
金
の
１
５
０
０
円
増
し

発
売
開
始　

5
月
11
日
㈯　

10
時

発
売
方
法　

コ
ン
ビ
ニ
店
頭
端
末
（
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
）、
愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
窓
口

※
中
学
生
以
下
は
内
野
席
の
み
無
料

※
車
い
す
席
は
愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
み
で
販
売

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
㉙
５
１
０
３

こ
ど
も
鵜
飼
教
室

●
キ
ミ
も
こ
れ
で
鵜
飼
マ
ス
タ
ー
！

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
小
学
３
年
～
６
年

生
（
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

日
時　

５
月
19
日
㈰　

10
時
30
分
～
11
時
30

分場
所　

鵜
飼
育
施
設
「
吉
香 

鵜
の
里
」

定
員　

20
人

内
容　

鵜
匠
体
験
な
ど
を
通
じ
、
市
の
伝
統

文
化
で
あ
る
「
錦
帯
橋
の
う
飼
」
の
歴
史
な

ど
を
学
ぶ

募
集
期
間　

５
月
７
日
㈫
～
16
日
㈭

申
問
（
一
社
）岩
国
市
観
光
協
会
鵜
飼
事
務
所

広報いわくに

献　

血

ホームページ



30
日
㈭　

○F

ふ

ぁ

む

ず

A
M

'S
 

キ
ッ
チ
ン
い
わ
く
に

９
時
30
分
～
10
時
45
分　

○
い
し
い
記
念
病

院　

15
時
～
16
時
30
分

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎
㉙
５
０
７
０

ミ
ク
ロ
生
物
館

㊡
火
曜

由
宇
町
潮
風
公
園
内　

☎
62
０
１
６
０

科
学
講
座

●
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
に
ひ
そ
む
モ
ン
ス
タ
ー

!? 

チ
リ
メ
ン
モ
ン
ス
タ
ー
を
さ
が
そ
う
！

対
象　

誰
で
も
（
小
学
３
年
生
ま
で
は
保
護

者
同
伴
）

日
時　

５
月
19
日
㈰　

13
時
～
16
時

場
所　

潮
風
公
園
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ゆ
う

体
験
学
習
室

定
員　

８
組
（
先
着
順
、
１
組
３
人
ま
で
）

内
容　

チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
の
中
に
時
々
見
つ

か
る
不
思
議
な
モ
ン
ス
タ
ー
探
し
を
し
な
が

ら
、
海
の
生
き
物
た
ち
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
楽
し
く
学
ぶ

講
師　

末
友
靖
隆
（
ミ
ク
ロ
生
物
館
長
）

料
金　

１
５
０
円
（
材
料
費
）

※
付
き
添
い
は
無
料

持
参
品　

筆
記
用
具

募
集
開
始　

５
月
１
日
㉁

申
ミ
ク
ロ
生
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、
５

月
７
日
㈫

※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
は
無
休

横
山
二
丁
目　

☎
41
０
４
５
２

企
画
展

●
救
難
飛
行
艇
の
世
界

期
間　

５
月
12
日
㈰
ま
で

内
容　

国
内
で
唯
一
、
岩
国
に
配
備
さ
れ
て

い
る
救
難
飛
行
艇
に
つ
い
て
、
資
料
と
月
島

冬
二
氏
の
「
Ｕ
Ｓ
―
２
救
難
飛
行
艇
開
発
物

語
」
の
原
画
で
紹
介

●
岩
国
に
旅
す
る
、
岩
国
か
ら
旅
す
る

期
間　

５
月
19
日
㈰
～
６
月
30
日
㈰　

内
容　

江
戸
時
代
の
藩
主
か
ら
庶
民
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
多
様
な
目
的
の
旅
に
つ

い
て
紹
介

問
岩
国
徴
古
館

郷
土
史
研
究
会

●
米
子
に
お
け
る
吉
川
広
家
の
功
績
～
城
と

ま
ち
と
シ
ロ
ヘ
ビ
と
～

日
時　

５
月
19
日
㈰　

10
時
～
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

講
師　

浜
野
浩
美
氏
（
米
子
市
文
化
振
興
課

担
当
課
長
補
佐
）

問
岩
国
徴
古
館

古
文
書
講
座

対
象　

古
文
書
の
読
解
に
興
味
が
あ
る
人

日
時　

５
月
19
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

内
容　

古
文
書
の
読
み
方
を
基
礎
か
ら
学
び

読
解
力
を
身
に
付
け
る

問
岩
国
徴
古
館

料金の記載がないものは原則無料です

19 2019.5.1

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。

岩
国
徴
古
館

ミ
ク
ロ
生
物
館



20

13
時
～
16
時

定
員　

い
ず
れ
も
４
人

内
容　

プ
ラ
ン
タ
ー
を
作

る
（
３
種
類
か
ら
選
ぶ
）

料
金　

参
加
費
＝
４
０
０
円
、
材
料
費
＝
８

０
０
円
／
個

募
集
期
間　

５
月
20
日
㈪
ま
で

申
問
電
話
ま
た
は
直
接
、
丸
太
村

中
央
図
書
館

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜
（
中
央
図
書
館

の
み
５
月
３
日
㈷
、
４
日
㈷
は
開
館
）

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎
㉛
０
０
４
６

ち
い
さ
い
子
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　

お
は
な
し
会

対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

５
月
９
日
㈭　

10
時
15
分
～
10
時
45

分問
中
央
図
書
館

古
典
文
学
講
座
受
講
生
募
集

日
時　

６
月
～
令
和
２
年
２
月
の
毎
月
第
３

土
曜
（
全
９
回
）
10
時
～
12
時

定
員　

１
５
０
人
程
度
（
先
着
順
）

☎
㉔
８
９
９
６
（
９
時
～
19
時
）

科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎
㉒
０
１
２
２

科
学
教
室

「
ジ
ャ
イ
ロ
U
F
O
を
作
ろ
う
」

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

日
時　

５
月
19
日
㈰　

９
時
30
分
～
11
時
30

分定
員　

16
人
（
先
着
順
）

内
容　

回
転
運
動
に
よ
り
姿
勢
を
安
定
さ
せ
、

面
白
い
動
き
を
す
る
U
F
O
を
作
る

募
集
開
始　

５
月
８
日
㈬　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー

丸
太
村

㊡
水
曜

周
東
町
用
田　

☎
84
１
２
１
３

ガ
ー
デ
ン
用
品
づ
く
り

日
時　

６
月
２
日
㈰　

①
９
時
～
12
時　

②

内
容　

万
葉
集
～
山
口
県
の
万
葉
歌
～

講
師　

弘
中
幸
雄
氏
（
元
高
校
教
諭
）

料
金　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

募
集
期
間　

５
月
８
日
㈬　

10
時
～
31
日
㈮

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
図
書
館

こ
ど
も
館

㊡
火
曜
、
祝
日

桂
町
二
丁
目　

☎
㉔
０
８
８
８ 

お
や
こ
で
こ
う
さ
く

　
　
　
　

「
い
ち
ご
の
ラ
ッ
パ
」

対
象　

２
～
６
歳

日
時　

５
月
16
日
㈭　

11
時
30
分
～
12
時

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

か
わ
い
く
て
面
白
い
音
が
鳴
る
「
い

ち
ご
の
ラ
ッ
パ
」
を
作
る

募
集
開
始　

５
月
８
日
㈬　

10
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

小
学
生
の
工
作

　
　
　
　

「
あ
き
箱
で
遊
ぼ
う
」

対
象　

小
学
生

日
時　

５
月
26
日
㈰　

14
時
～
15
時
30
分

（
申
し
込
み
不
要
・
受
け
付
け
＝
14
時
30
分

岩
国
市
民
文
化
会
館

㊡
な
し

山
手
町
一
丁
目　

☎
㉔
１
２
２
１

０
歳
か
ら
♪

　
　

く
ら
し
っ
く
こ
ん
さ
ー
と

　

本
物
の
音
楽
に
間
近
で
触
れ
、
子
供
た
ち

の
豊
か
な
心
や
感
性
を
育
む
、
０
歳
か
ら
入

場
可
能
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時　

５
月
18
日
㈯　

10
時
30
分
～
11
時
30

分
（
開
場
＝
10
時
）

場
所　

市
民
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

出
演　

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
＝
本
庄
直
子
、
正

田
律
子
、
ピ
ア
ノ
＝
土
井
由
美
子

料
金　

高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円
、
中
学
生

以
下
＝
無
料

※
全
席
自
由
、
事
前
申
し
込
み
不
要
、
料
金

は
当
日
受
け
付
け
で
支
払
い

※
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
ま
ま
会
場
に
入
れ
ま
す

※
授
乳
室
や
お
む
つ
替
え
の
ス
ペ
ー
ス
あ
り

※
床
上
で
鑑
賞
で
き
る
マ
ッ
ト
席
あ
り

問
（
公
財
）岩
国
市
文
化
芸
術
振
興
財
団

広報いわくに

岩
国
市
民
文
化
会
館

丸
太
村

中
央
図
書
館

科
学
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り



ま
で
）

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

空
き
箱
で
シ
ガ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
作
る

問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

岩
国
運
動
公
園

㊡
な
し

平
田
一
丁
目　

☎
32
７
４
１
１

（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

主
催
教
室

●
婦
人
フ
リ
ー
テ
ニ
ス
初
心
者
教
室

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
女
性

日
時　

５
月
27
日
㈪
～
７
月
１
日
㈪
の
毎
週

月
曜
（
全
６
回
）　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

総
合
体
育
館　

ア
リ
ー
ナ

定
員　

10
人

料
金　

２
千
円
（
初
回
に
持
参
）

募
集
期
間　

５
月
７
日
㈫
～
27
日
㈪
（
当
日

受
け
付
け
可
）

●
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
初
心
者
教
室

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

６
月
６
日
㈭
・
13
日
㈭
・
20
日
㈭
・

27
日
㈭　

19
時
～
21
時

場
所　

総
合
体
育
館　

ア
リ
ー
ナ

料
金　

千
円
（
初
回
に
持
参
）

募
集
期
間　

５
月
７
日
㈫
～
31
日
㈮

●
少
年
少
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
小
学
２
年
～
６
年

生日
時　

６
月
15
日
㈯
・
22
日
㈯
・
29
日
㈯
・

30
日
㈰
、
７
月
13
日
㈯
・
20
日
㈯
（
予
備
日

＝
８
月
10
日
㈯
）　

９
時
～
12
時

場
所　

市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　

50
人

料
金　

３
千
円
（
初
回
に
持
参
）

募
集
期
間　

５
月
７
日
㈫
～
31
日
㈮

申
問
電
話
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、（
一
財
）

岩
国
市
体
育
協
会
☎
FAX

32
７
３
７
２

※
９
時
～
17
時（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
初
心

者
の
人

日
時　

６
月
６
日
㈭
～
７
月
25
日
㈭
の
毎
週

木
曜
（
全
８
回
）（
予
備
日
＝
８
月
１
日
・

８
日
・
15
日
・
29
日
）　

18
時
30
分
～
21
時

場
所　

市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

料
金　

４
千
円
（
初
回
に
持
参
）

募
集
期
間　

５
月
22
日
㈬
ま
で

※
岩
国
テ
ニ
ス
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

申
問
岩
国
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
（
中
嶋
）

☎
０
９
０
―

４
６
５
５
―

９
０
８
８
（
18
時

以
降
）

h
a
rle

y
-j@

q
u
a
rtz.o

c
n
.n
e
.jp

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
な
し

三
笠
町
一
丁
目　

☎
㉙
１
６
０
０

ウ
ラ
デ
ィ
ー
ミ
ル
＆
ヴ
ォ
フ
カ
・
ア

シ
ュ
ケ
ナ
ー
ジ　

ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ

　

巨
匠
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ジ
と
息
子
ヴ
ォ
フ
カ

の
夢
の
共
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
18
日
㈯　

15
時
～
（
開
場
＝
14

時
30
分
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル

出
演　

ウ
ラ
デ
ィ
ー
ミ
ル
・
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー

ジ
、
ヴ
ォ
フ
カ
・
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ジ

料
金【
全
席
指
定
】　

Ｓ
席
＝
８
千
円
、
Ａ
席

＝
６
千
円

※
25
歳
以
下
の
学
生
は
Ａ
席
＝
２
５
０
０
円

親
子
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
は
Ａ
席
＝
５
千
円
（
25

歳
以
下
の
学
生
と
そ
の
保
護
者
対
象
）

※
５
月
19
日
㈰
の
「
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
軍
楽

隊
」
と
２
日
間
共
通
指
定
席　

Ｓ
席
＝
１
万

２
千
円
、
Ａ
席
＝
９
千
円

申
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
軍
楽
隊

　

最
古
の
歴
史
と
権
威
を
誇
る
唯
一
無
二
の

大
統
領
直
属
バ
ン
ド
が
初
来
日
！

日
時　

５
月
19
日
㈰　

14
時
～
（
開
場
＝
13

時
30
分
）

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル

出
演　

指
揮
＝
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
Ｋ
・
フ
ェ
テ
ィ

ッ
グ
大
佐
（
第
28
代
隊
長
）、
演
奏
＝
ア
メ

リ
カ
海
兵
隊
軍
楽
隊

料
金【
全
席
指
定
】　

Ｓ
席
＝
８
千
円
、
Ａ
席

＝
６
千
円

※
25
歳
以
下
の
学
生
は
Ａ
席
＝
２
５
０
０
円
、

親
子
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
は
Ａ
席
＝
５
千
円
（
25

歳
以
下
の
学
生
と
そ
の
保
護
者
対
象
）

※
５
月
18
日
㈯
の
「
ウ
ラ
デ
ィ
ー
ミ
ル
＆
ヴ

ォ
フ
カ
・
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ジ　

ピ
ア
ノ
・
デ
ュ

オ
」
と
２
日
間
共
通
指
定
席　

Ｓ
席
＝
１
万

２
千
円
、
Ａ
席
＝
９
千
円

申
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

料金の記載がないものは原則無料です
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シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

岩
国
運
動
公
園



3
1
6
　

広
報

い
わ

く
に

岩国市民憲章

錦帯橋に象徴される美しいまち岩国

わたしたちは　この地を愛し　

ふるさとが育てた偉人に学び　

教養を高め

誇れる岩国を築き　引き継ぐために

この憲章を定めます

大切にしたいもの

　それは　みんなの夢　みんなの命

守りたいもの

　それは　豊かで美しい自然

伝えたいもの

　それは　歴史や伝統　文化の薫り

広げたいもの

　それは　世代や地域を超えた人の和

創りたいもの

　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

対
象　

市
内
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

募
集
作
品　

市
内
で
撮
影
し
た
も
の
、
ま
た
は
市
民
を
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の

※
人
物
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
写
体
の
承
諾
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

写
真
サ
イ
ズ　

２
Ｌ
以
上
（
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
１
Ｍ
以
上
３
Ｍ
以
下
）　

み
ん
な
の
写
真
館

　

「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
選
考
し
て
、
毎
月
一
枚
の
写
真
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
広
報
紙
を
皆
さ
ん
の
写
真
で
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
用
不
採
用
問
わ
ず
、

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
返
却
も
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
数
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

「みんな　仲よく♪」

兼重　啓子さん（砂山町）

住所、氏名（フリガナ）、電話番号、作品名、撮影場所、

撮影日を記入の上、写真を添えて広報戦略課広報班まで

提出。またはメールでも受け付けます。

　 kouhou@city.iwakuni.lg.jp

７月１日号募集期限　５月24日（必着）

　

こ
の
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
明
治

時
代
に
移
築
さ
れ
た
旧
茶
室
部
分
を
中
心

に
、
花
や
実
、
紅
葉
を
楽
し
め
る
植
栽
を

施
し
た
枯
山
水
の
茶
庭
な
ど
を
整
備
し
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
茶
会
が
催
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
閑
静
な
た
た
ず
ま
い
の
中

で
、
年
間
を
通
じ
て
茶
会
が
開
か
れ
て
き

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
多
く
の
市
民
や
観
光

客
の
方
々
に
、
お
も
て
な
し
の
文
化
で
あ

る
茶
の
湯
を
楽

し
ん
で
い
た
だ

き
な
が
ら
、
岩

国
の
歴
史
文
化

を
体
感
し
て
い

た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

Vol.115

市長夢日記
　

吉
香
公
園
内
の
吉き

っ
こ
う香

茶
室
が
、
約
半
世

紀
ぶ
り
に
大
き
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。

　

こ
の
茶
室
の
歴
史
は
古
く
、明
治
25（
１

８
９
２
）
年
、
旧
藩
主
吉
川
家
が
本
邸
を

建
設
し
た
際
に
、
東
京
神
田
の
吉
川
邸
内

に
あ
っ
た
も
の
を
移
築
し
た
こ
と
が
始
ま

り
で
す
。

　

そ
の
後
、
岩
国
市
に
寄
付
を
し
て
い
た

だ
き
、
吉
香
公
園
に
ち
な
ん
で
吉
香
茶
室

と
名
付
け
、
岩
国
の
茶
の
湯
文
化
を
育
ん

で
き
ま
し
た
。

 福田 良彦
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